
第三部拡大役員会（第 24 期・第 16 回） 
議事要旨 

 
Ⅰ．日時 令和元年 5 月 30 日（木）10:00～12:00 
  
Ⅱ．場所 日本学術会議 5 階 5-A（1）会議室 
 
Ⅲ 出席者 
 第三部役員  大野 英男  部長 

徳田 英幸  副部長 

        米田 雅子  幹事 

日本学術会議 渡辺 美代子 副会長 

 

事務局 犬塚参事官、髙橋、柳原 

 
Ⅳ．議事  
  １）前回議事要旨案の確認 
  ２）今年度の第三部活動について 
  ３）第三部夏季部会について 
  ４）学術フォーラムの報告 
  ５）その他 
 
Ⅴ 配布資料 （資料番号は、議題と対応） 
資料 1 全開（第 15 回）議事要旨（案） 
資料 3 平成 31 年度第三部夏季部会について 
資料 4 学術フォーラム事後報告について 
 
参考資料１ 第三部拡大役員会（第 24 期・第 16 回）名簿 
 
 
 
 
 



議事 
 

１）前回議事要旨（案）の確認 

・ 大野部長より、資料１に基づき、前回第三部拡大委員会の議事要旨案の説明が行われ、

承認された。 

 

２）今年度の第三部活動について 

・ 今年度の第三部活動について、意見交換が行われた。特に、活動の方法・やり方として、

委員の追加、「副幹事」的な役割で参加できる先生の人選について話し合いが行われた。 

 

３）第三部夏季部会について 

・ 徳田副部長より、資料３に基づき、第三部夏季部会について説明が行われた。説明の要

点は次の通り。 

① 開催日程、会場については資料の通り。 

② シンポジウムでは、AIや IoTの「影の部分」について講演していただく方（東大・江間

氏）をお呼びしている。シンポジウムは地区会議との連携でもある。 

③ ほかに「石黒ロボット」で有名な石黒浩阪大教授、ブレインインスパイアードの人工知

能研究の柳田敏雄阪大教授などが講演を行う。 

・ ①夏季部会における「光と影分科会」の開催、②総合討論のテーマ、③来年の夏季部会

の実施について、④夏季部会における第三部の議論の内容について、意見交換が行われ

た。 

 

４）学術フォーラムの報告 

・ 米田幹事より、資料４に基づき、学術フォーラムの報告が行われた。説明の要点は次の

通り。 

① 学術フォーラムの概要は別紙２の通り。ここで出た諸課題については、本フォーラムの

成果を踏まえ、第三部附置分科会で検討を続ける予定。 

② アンケートは回答率もよく、年齢層、勤務地、職業を見ても、幅広い層に参加いただい

た。内容についても、評価は高かった。もう一度参加したいという参加者が多かった。 

・ ①アンケート結果の共有、②「学術情報 Part3」の企画、③学会要件の見直し（特に「学

会誌を発行していること」に関し、学協会の収入モデルのあり方）について、意見交換

が行われた。 

 

５）その他 

・ ①今後の議題について（学術情報、大学改革、法人化問題等）の確認、②机上配布資料

２に基づき予算状況について、意見交換が行われた。 



・ 理学・工学系学協会連絡協議会の議論に向けての対応について、意見交換が行われた。 

 

（閉会） 

 


